
 

 

 

 

✿❀ご卒業おめでとうございます❀✿ 

◎雨露に恵みまれたこの良き日、昴学年解散！【卒業に際しての菊池先生からのお話】 

本日、３月１９日の卒業式をもって皆さんの中学校生活が終わります。 

この３年間は皆さんにとってどのようなものだったでしょうか。小学校を 

卒業した時に心に描いていた学校生活を送ることができましたか。先日、 

３年前に小学校の先生方からいただいたお話しを読み返していました。あまり変わらない生徒も 

いますが、ほとんどの生徒は成長が感じられ、中には驚くほどの進化が見られる生徒もいます。 

一人一人がきちんと中学校ではこういうことを頑張ろうと心がけていたからではないでしょうか。 

特に、この１年間は慌ただしさこそありましたが、それぞれの生徒が自分の未来に向けて一生懸命 

進んでいる姿が印象的でした。 

                  この昴学年は、皆さんが言っていたように仲間との繋がりを大切にする 

学年だったように思います。時間はかかるかもしれないけれど、仲間たちと 

考え、決断し、行動したときの方が素晴らしい団結力を見せてくれました。 

行事では目指す目標に向けて強い言葉を使うのではなく、参加している皆 

が同じ気持ちになるまで待ちながら根気強く声掛けをしてくれたリーダー 

たちがいます。皆で行事に臨むために、乗り気じゃない友達に声掛けをして 

いた生徒がいます。クラスメイトが困ったときには、忙しい中でも快く動いてくれた生徒がいます。 

何も言わなくても、当たり前のように係の仕事を続けてくれた生徒がいます。そんな心ある多くの 

生徒に支えられていた学年でした。 

私は皆さんから本当に沢山のものを貰いました。そんな皆さんに私から 

最後の言葉です。ぜひ「自分のなりたい大人」になってください。皆さんは 

この１５年生きてきた中でいろいろな大人と接してきました。尊敬する大人 

がいるならば、こうありたいと思いながら生きてください。嫌だと感じた 

大人がいるならば、自分はそうならないように自分自身を見つめながら生きてください。そうなる 

ため、またはそうならないためにどうすればいいかを常に考えながら生きるのです。それがきっと 

自分自身を律してくれるはずです。１０年後に後悔しないためにも、今からでも考え始めてください。 

本日をもって昴学年は解散になります。明日からは 

隣を見てもずっと一緒だった友達と毎日会うことも 

ありません。見える景色もこれまでとは違っている 

かもしれません。でも同じ空の下、３年間生活を共に 

した２０５人の同志たちがどこかで頑張っています。 

それを忘れずに頑張ってほしい。 

ファイト！ 
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すばるとは、「たくさんのものを結んで一つにまとまる」という意味があります。３学年２０５人も一つになろう！ 

 

 

 

 

 



◎先生たちからのメッセージ 

Ａ組からＦ組まで２０５人いたら２０５通りの思いがあるでしょう。それらを各自が胸に抱きながら、

これから始まる新しい生活に臨んでください。学年集会でも伝えた先生たちからのメッセージを載せ、

それを３年間続いた学年通信 『昴』 の最後といたします。 

（Ａ組担任 古賀 旭）  

心に太陽を、くちびるに歌を。 皆さんの未来を応援しています。 

（Ｂ組担任 小島 萌） 

皆と一緒に成長して進んできた３年間でした。自分を信じて進んでください。応援しています。 

（Ｃ組担任 中村 大樹） 

「誰が悪いか」ではなく「何が悪いか」を考えることができれば、良き社会人として活躍できる 

でしょう。期待しています。 

（Ｄ組担任 大籏 章代） 

周りの人も、自分も幸せな人生を歩んでください。皆の未来に幸あれ。 

（Ｅ組担任 澤井 健人） 

挑戦していこう！これからもみんなのことを応援しています。 

（Ｆ組担任 新野 美紀）  

Believe in yourself, work hard, and never give up.  If you can dream it, you can do it! 

夢を実現してください。（このメッセージ、どこかで聞いたような？） 

（ＡＢ組副担任 岡田 竜弥）  

それぞれ進路先で思い描いていることがあると思います。自分を見失わず、目標に向かって 

突き進んでください。 

（ＣＤ組副担任 今村 吾朗） 

学問は皆さんの人生の選択を狭めるものではなく、豊かにするものです。嬉しいこともあれば、 

苦しいこともあるでしょう。でも、学ぶことを忘れずに。また、社会について語り合いましょう。 

（ＥＦ組副担任 佐藤 めぐみ） 

今のあなたの中に未来のタネが宿っています。今好きなことを大切にしていってください。 

（全組副担任 菊池 峻祐） 

 「人生を楽しみたいなら挑戦あるのみ」。これは非常に大切なことです。しかし、皆なかなか積極

的になれないもの。挑戦には失敗が付きものだからです。失敗すると落ち込んだり、恥ずかしかっ

たりしますが、その傷が君達を作り必ずや大きな自信や力となります。何事もやってみなければ分

からない。蒔かぬ種は生えぬ。そこで得た経験が皆さんの中でどんな化学反応をするか分かりませ

ん。迷ったらまずやる！そんな気持ちで過ごしてほしいと思います。さぁ、明日からもLet’s try！ 

 

 

 

 
 

 


